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研究成果の概要（和文）：旧約聖書の「殉教」物語の検討から、ユダヤ教的「殉教」観念が靖国

思想に酷似した犠牲の論理から成り立っていること、キルケゴールがアブラハムによるイサク

犠牲の物語に読みこんだ「悲劇的英雄」と「信仰の騎士」の区別は厳密には成り立たないこと

を確認した。ニーチェがナザレのイエスに見た「根源的キリスト教」は、罪からの解放のため

にいかなる贖いも求めない「犠牲の論理なき宗教」だという結論を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：We confirmed that the Judaic concept of martyrdom was founded 
on the yasukuni-like logic of sacrifice, and that the rigorous distinction between tragic hero 
and knight of faith which Kierkegaard had found in the sacrifice of Isaac by Abraham was 
not possible. We concluded that the original Christianity which Nietzsche had found in 
Jesus of Nazare was a religion without sacrifice which demanded no redemption for 
liberation from sin. 
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者（高橋）は、靖国神社の形

を取った戦死者の国家的顕彰の思想は、決

して近代日本に特殊なものではなく、近現

代国家に普遍的に見られると同時に、欧米

では古代国家以来「祖国のために死ぬこ

と」（pro patria mori）を神聖化する思想

として脈々と存在してきたことを認識し、

それを「国家のための自己犠牲」の論理と

倫理という観点で、『国家と犠牲』（2005）

という研究にまとめていた。 

  他方、西洋においても日本においても、

「国家のための自己犠牲」の論理と倫理は、

有力な宗教思想における「犠牲」の論理と
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倫理に結びつき、むしろそれによって強化

されていることが注目された。戦時中の日

本でキリスト教および仏教が靖国思想と

一体化した際の論理を一般化して言えば、

宗教とは「自我」を「無」にして「聖なる

もの」（神、仏）に帰一するものだ、とい

う自己犠牲の論理であった。 

  西洋においてそれは、キリスト教の「殉

教」（martyrdom）の思想が、国家の求め

る国民の犠牲をたえず正当化し、近代国民

国家においても、ナショナリズムという世

俗化された「市民宗教」の背景に、つねに

キリスト教の「犠牲」の論理が存在する、

という事態をもたらした。それはまた、ユ

ダヤ教とイスラム教の世界において、アブ

ラハムによるイサク犠牲の聖書物語が、世

俗の国家・社会においていかに大きな精神

的規範の役割を果たしてきたかにも現わ

れている。 

  こうしたことから、次のような哲学的問

いが提起される。すなわち、本来は超越の

次元にあるべき宗教的な「犠牲」の論理は、

なぜつねに、国家をはじめとする世俗世界

の「犠牲」の論理に重ねられ、利用され、

取り込まれていくのか。本来、宗教の「犠

牲」の論理は超越的なものとして、世俗の

「犠牲」の論理から真に区別することがで

きるのか。もし区別できるとすれば、どの

ようにしてか。区別できないとすれば、国

家など世俗世界を超える宗教的信仰と倫

理は、いかにして成り立つのか。「犠牲」

の論理なき宗教は成り立つのか、成り立た

ないのか。 

  本研究はしたがって、国家における犠牲

の論理の研究から、国家を超える宗教の犠

牲の論理と倫理を問う研究として、研究代

表者（高橋）の従来の研究を発展させる意

味を持っていた。 

２．研究の目的 
本研究は、以下の問いに答えることをめざ 

した。超越的とされる宗教の「犠牲」の論理

は、世俗の「犠牲」の論理から区別すること

ができるのか。もし区別できるとすれば、ど

のようにしてか。区別できないとすれば、国

家など世俗世界を超える宗教的信仰と倫理

は、いかにして成り立つのか。「犠牲」の論

理なき宗教は成り立つのか、成り立たないの

か。 
３．研究の方法 
 本研究の基本的な方法は、研究代表者と研 

究分担者と連携研究者が、各自の専門分野に 

に基づく役割分担に沿ってテーマにアプロ 

ーチし、その研究の成果を互いにつき合わせ、 

相互に検証し合って、研究代表者を中心に包 

括的・総合的研究にまとめあげていくという 

方法である。 

まず第一に、ユダヤ・キリスト教思想と日

本の宗教思想において、「犠牲」（サクリファ

イス）の観念がどのように機能しているかに

ついて検証する。同時に、現代哲学において

「犠牲」の構造が問題になっているケースを

取りあげ、哲学における犠牲論の現代的可能

性を確認する。 

第二に、宗教における「犠牲」の論理が、 

国家など世俗世界における「犠牲」の論理か

ら、どれだけ区別されうるかについて検討す

る。現代哲学における犠牲論の検討は引き続

き実施し、とくにデリダの『死を与える』に

おける「犠牲論の脱構築」について、その意

味と射程を検証する。 

第三に、犠牲」の論理をもたない宗教的信 

仰が成り立つのかどうか、を検討する。現代

哲学における犠牲論の検討を引き続き行な

うと同時に、ニーチェにおける「根源的キリ

スト教」、すなわちパウロ的「十字架の神学」

ぬきのキリスト教とはどんなもので、「犠牲

なき宗教」の可能性にどのような示唆を与え



 

 

ているのかについて検討する。 
４．研究成果 
（１）２００９年度 

ユダヤ・キリスト教思想と日本の宗教思想

において犠牲（サクリファイス）の観念がい

かに機能しているかを検討することによっ

て、「殉教」の思想の重要性が明らかになっ

た。最近、日本のキリシタン禁制時代に「殉

教」した日本のカトリック信者多数が教会に

よって「列福」されるに至ったが、殉教者を

列福・列聖すなわち信仰の模範として顕彰す

るという儀礼は、祖国のために死んだ戦死者

を自己犠牲の模範として顕彰する国家儀礼

と同型性をもっている。「神のために死ぬ」

殉教の観念はキリスト教以前にユダヤ教に

おいて発達し、旧約聖書外典の「マカバイ記

Ⅱ」に記された「エレアザールの殉教」およ

び「７人兄弟の殉教」には、律法を守って死

ぬ者が崇高な犠牲精神を発揮するとき、それ

が模範となって後に続く者を鼓舞するとい

う犠牲の論理と、殉教者の母が息子の自己犠

牲を名誉として受け入れるという「靖国の

母」にも似た感情構造が確認できる。 

近代の国家・民族による犠牲の論理の原型

が、このユダヤ教的「殉教」観念にあること

を踏まえ、遡って「創世記」２２章のアブラ

ハムによるイサク奉献の物語の意味も再検

討した。キルケゴールはこの物語を解釈して、

国家・民族の犠牲の論理を体現する「悲劇的

英雄」から、アブラハムのように単独者とし

て犠牲を決断する「信仰の騎士」を区別した

が、父が息子の犠牲を信仰ゆえに受け入れる

「信仰の騎士」の構図は「７人兄弟」の殉教

と母の関係に同型的であり、「悲劇的英雄」

と「信仰の騎士」を厳密に区別することは困

難になるという結論を得た。 
（２）２０１０年度 

 宗教の犠牲の論理が国家など世俗の犠牲の

論理からどれだけ区別されるか、また特にデ

リダの『死を与える』等における「犠牲の論

理の脱構築」について検討した。国家の犠牲

の論理との区別については、内村鑑三の日露

戦争時の「非戦主義者の戦死」という特異な

テクスト、また日中戦争や太平洋戦争中の仏

教者のテクストを読解し、世界平和のため又

は国家のためという世俗的目的のための「尊

い犠牲」として戦死を捉え、それを宗教的な

自己犠牲ないし無我の境地に重ねることから

両者の融合が生じること、死による喪失を何

かのためのものとして有用なものとし、喪失

を喪失として維持できずに有意義性によって

埋め合わせようとする「犠牲」の観念に依拠

する限り、宗教と国家の融合を止めるのは難

しいことが確認された。デリダはイサクの犠

牲をキルケゴールにほぼ忠実に解釈するが、

アブラハムによるイサクの放棄が倫理的なも

のの目的論的停止であろうとしながら、最後

に神の「赦し」によってイサクが回復される

ことのエコノミーを問題にする。つまりデリ

ダは最終局面でキルケゴールをも離れ、放棄

したものが同等またはそれ以上の見返りを受

けるというエコノミーに支配された限りでの

「犠牲」の観念そのものを問題視する点で、 

いっそうラディカルである。 

（３）２０１１年度 

「犠牲」の論理をもたない宗教的信仰が成り

立つかどうかについての検討に着手した。ニ

ーチェの『反キリスト者』における「十字架

の神学」批判を検討した結果、そこには、本

来「犠牲」の論理とは無縁で「生」そのもの

の根源的肯定を意味していたナザレのイエ

スの信仰が、イエスの死後、弟子やパウロに

よって、十字架上の刑死を「犠牲死」として、

人類の原罪＝神への「負い目」＝「負債」を

帳消しにする「贖い」＝「償い」と解する「キ

リスト教」へと変質した、という批判が見ら

れることが明らかになった。ニーチェが『道

徳の系譜』で指摘した、罪と罰を中心とする

道徳観念は「負い目」とその帳消しという債

権・債務の経済論に支配されているという事



 

 

態は、本研究の視点からは、罪を帳消しにす

るためには一定の「犠牲」が必要で、その究

極は「血塗られた死」による支払いである、

という「犠牲」の論理に読み替えることがで

きる。この理解を手がかりとすれば、ニーチ

ェがナザレのイエスに見た「根源的キリスト

教」は、罪からの解放のために、いかなる支

払い＝賠償＝償い＝贖いをも要求しない、善

悪の彼岸の生の根源的肯定としての「犠牲の

論理なき宗教」と考えられる、という結論を

得た。この観点から本研究は、日本の神学界

で論争を呼んでいる青野太潮氏の「十字架の

神学」を検討し、それはパウロに依拠するな

ど一見ニーチェと対立するかに見えるが、実

際には「犠牲の論理なきキリスト教」の地平

を描き出す重要な業績であることを見出し

た。これと対照的に、大きな影響を与えてき

た内村鑑三の「十字架」理解について、罪の

賠償として厳罰（死刑）を要求する交換経済

の論理を核としており、典型的な犠牲の論理

と解されるという見地から批判的に検証し 

た。 
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